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笠　井　憲　雪  教 授 略 歴
生年月日 昭和22年11月 2日生
本  籍  地 北海道
職　　名 教授
所　　属 大学院医学系研究科附属動物実験施設
 大学院医学系研究科医用動物学分野
 東北大学動物実験センター
最終学歴
昭和45年 3月 北海道大学獣医学部卒業
昭和47年 3月 北海道大学大学院獣医学研究科予防治療学専攻修士課程修了
職　　歴
昭和47年 4月 北海道大学歯学部助手
昭和55年12月 米国エール大学医学部研究員
昭和58年 5月 同帰国
昭和60年 4月 北海道大学医学部助手
昭和61年 4月 北海道大学医学部助教授
平成 6年 4月 東北大学医学部教授
平成 6年 4月 東北大学医学部附属動物実験施設長
平成11年 4月 東北大学大学院医学系研究科教授
平成11年 4月 東北大学大学院医学系研究科附属動物実験施設長
平成21年 4月 東北大学動物実験センター長（併任）
平成23年 3月 東北大学動物実験センター長併任解除
平成23年 4月 東北大学動物実験センター教授（併任）
 現在に至る
学　　位
昭和55年12月 歯学博士（北海道大学）
講師併任
東北大学医療技術短期大学部　平成 8年～平成17年
九州大学大学院医学系学府　平成10年～平成16年
山形大学医学部　平成10年～平成23年
東京大学農学部　平成12年～平成16年
京都大学再生医科学研究所　平成14年
宮城県立農業短期大学　平成14年度～平成17年度
富山大学　平成21年～平成23年
金沢大学　平成23年
名誉職
中国・北京協和医科大学名誉教授（平成16年 9月より）
中国・中国医科大学客座教授（平成16年12月より）
学外委員
仙台市感染動向調査委員
独立行政法人日本学術振興会科学研究費委員会専門委員
 平成19年 1月 1日～平成20年12月31日
仙台地方裁判所専門委員　平成16年 4月 1日～現在
学会等における活動
日本実験動物学会
理事・国際交流委員会委員長（平成12年 5月～平成18年 5月）
理事（平成20年5月より平成22年 5月）
常務理事・理事長代行・国際交流委員会委員長（平成22年 5月～現在）
国立大学法人動物実験施設協議会副会長（平成16年 5月～平成18年 5月）
会長（平成20年 5月30日～平成22年 5月）
日本実験動物医学会　理事（平成 8年 4月～現在）
会長（平成14年 4月～平成23年 9月）
アジア実験動物学会連合
 （AFLAS：The Asian Federation of Laboratory Animal Science Associations）
 副会長（平成17年～現在）
 事務局長（平成15年11月～現在）
東北動物実験研究会会長（平成 6年～平成22年）
日本獣医学会評議員（平成 7年 4月～現在）
日本実験動物技術者協会会員
LECラット研究会幹事（平成 5年～平成23年）
日本実験動物協会通信教育小委員会委員（平成 6年～平成24年 3月31日）
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発明者：宮本徹，岡野伸哉，笠井憲雪  
公開特許：特許出願公開番号　特開2010-75619（P2010-75619A）  
公開日：平成22年 4月 8日
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講演・学会（国外口頭発表）
 1. Kasai,N., Pachner,A., and Yu,R.K.(1983.3): Anti-Glycolipid Antibodies in  CSF of 
Multiple Sclerosis Patients. 14th Annual Meeting of American　Society for 
Neurochemistry. In: Honolulu,  U.S.A.  Transaction of the American Scoiety for 
Neurochemistry, 14(1), 182.　
 2. Kasai,N. (1989. 3. 22): Embryonic Manupilation in Laboratory Animals. Zambia 
University, Zambia
 3. Kasai,N., Kawano,K., Osanai,T., Miyoshi,I., Hirashima,T., Mori,S. and Dempo, 
K.(1989.10): Features of Hepatitis in the LEC Rat with Spontaneous Hepatitis 
and   Hepatoma. 40th Annual Meeting of American Association for  Laboratory 
Animal Science. In: Little Rock, Arkansas, U.S.A.   Lab.Anim.Sci.39(5), 469.
 4. Noriyuki Kasai;  Cryopreservation for Imbred Rat embryos. U.S.-Japan Joint 
Program of Cooperation in R & D in Science and Technology, In National Center 
for Research Resources, NIH, Bethesda, MD, U.S.A. October 22, 1990
 5. Kasai,N.(1990.10.28): Cryopreservation for Inbred Rat Embryos. U.S.-Japan 
program of  Cooperation in R & D in Science and Technology. In: National Center 
for  Research Resources, NIH, Bethesda, U.S.A.
 6. Kasai,N.(1991.10.28): Experimental Transport of Mouse Embryos by Two  Simple 
System.   U.S.-Japan program of Cooperation in R & D in Science  and 
Technology.  In: National Center for Research Resources, NIH, 　Bethesda, 
U.S.A.
 7. 笠井憲雪（1996年12月 9日）中国福建省衛生研究所　「トランスジェニック
マウスの作成と解析法について」
 8. 笠井憲雪（1997年 5月12日）中国長春市白求恩医科大学基礎医学院「トラン
スジェニック動物の作成について」
 9. 笠井憲雪 (1998年10月14日 ) 中国衛生部北京医院  
The LEC rat -An animal model of Wilson's Disease-　中国北京市
 10. 笠井憲雪 (1998年10月23日 )中国北京市　協和医科大学実験動物研究所  
The LEC rat -An animal model of Wilson's Disease-
 11. 笠井憲雪（1999年11月11日）バアージニア州立大学医学部講演  
「LEC rats and its characteristics」Petersburg，Virginia, USA
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 12. 台湾実験動物学会　2001年　招待講演  
Noriyuki Kasai ：The plan for international exchange of the Japanese Association 
of Laboratory Animal Science 12th Annual Meeting for the Chinease Society of 
Laboratory Animal Science, January 17, 2001 Taipei, Taiwan. ROC
 13. 韓国第18回韓国実験動物学会　2002年　招待講演  
Noriyuki Kasai : A large scale incidence of infection of Mouse Hepatitis Virus in 
an animal facility̶The importance of quarantine for SPF animals--  The 18th 
General Meeting of the Korean Association for Laboratory Animal Science. June 
27, 2002 Soul, Korea
 14. 中国医科大学講演　2004年12月16日  
Noriyuki Kasai, The LEC rat --An animal model of Wilson's Disease, Copper 
metabolism deficiency syndrome－中国瀋陽市
 15. 台湾実験動物学会　2007招待講演  
Noriyuki Kasai, A large scale incidence of infection of Mouse Hepatitis Virus---
The importance of quarantine for SPF animals. 10th Conference of the Chinese 
Society for Laboratory Animal Science. December 6th, 2007, Taipei, Taiwan
 16. 台湾実験動物学会2007招待講演  
Noriyuki Kasai, Curent status of laboratory animal science in Japan---Amendment 
of regulation for Laboratory Animal Science. 10th Conference of the Chinese 
Society for Laboratory Animal Science. December 7th, 2007, Taipei, Taiwan
 17. T.Miyamoto, Z. Li, T.Kibushi, N.Kasai, N.Yamazaki (2007), Study of Soft 
Hydrothermal Process to Improving and Recycling of Laboratory Animals 
Bedding, 1st International Symposium on Aqua Science, Water Reouce and 
Innovation Development of Countryside. November 26-30 2007, Sakawa, Kochi, 
Japan 
 18. Noriyuki Kasai (2007)「亜州実験動物学会連合会賀詞」中国北方第5回実験動
物科技年会，中国遼寧省大連　2007年8月28日～31日
 19. T.Miyamoto, N.Kasai, Z. Li, T.Kibushi, N.Yamazaki (2008) Use of Sof t 
Hydrothermal Processing to Improve and Recycle Bedding for Laboratory 
Rodents, 59th American Association for Laboratory Animal Science National 
Meeting. November 9-13, 2008, Indianapolis, USA
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 20. マレーシア実験動物学会シンポジウム講演  
Noriyuki Kasai, LEC Rat, an Animal Model for Wilson Disease with Copper 
Metabolism Deficiency Syndrome. 2nd National Conference on Laboratory Animal 
Science, June 12, 2008, Dewan Seri Endon, Putorajaya, Malaysia.
 21. Noriyuki Kasai, Current Status of Laboratory Animal Science in Japan. 4th Asian 
Federation for Laboratory Animal Science Congress meeting. November 9-11, 
2010, Taipei, Taiwan.
 22. 2011KALAS International Symposium 招待講演  
Noriyuki Kasai, (2011) 3.11Great East Japan Earthquake：Dealing with the 
damage and its aftermath in Animal facility of Tohoku University. Korea 
association for laboratory animal science International Symposium, August 25-27, 
Korea
 23. 2011KALAS International Symposium 招待講演  
Noriyuki Kasai, (2011) The Regulations and Laws regarding Care and Use of 
Laboratory Animals in Japan. Korea association for laboratory animal science 
International Symposium, August 25-27, Korea.
講演・学会（国内口頭発表）
 1. 笠井憲雪（1984年 6月 5日）北海道大学免疫科学研究所第98回集談会「ガン
グリオシドに対するモノクローナル抗体 A2B5の特異性について」札幌市
 2. 笠井憲雪（1989年 4月25日）札幌医科大学第2病理学教室セミナ 「ートランス
ジェニックマウス」札幌市
 3. 笠井憲雪（1989年12月19日）北海道大学医学部，ミニシンポジウム「繁殖と
供給－自然発症肝炎肝癌ラット LECの病態特性と供給」札幌市
 4. 笠井憲雪（1990年 2月22日）北海道大学医学部特別講義「感染と炎症－疾患
動物モデルを用いた炎症研究と将来－トランスジェニックマウス」札幌市
 5. 笠井憲雪，三好一郎，小山内努，山下匡（1990年 5月23-25日）第37回日本
実験動物学会総会「LECラット肝炎へのテストステロンの影響」京都市京
都パークホテル
 6. 笠井憲雪（1991年 4月26日）線業務従事者のための教育訓練講習会「遺伝子
導入マウスの作成と利用」札幌市
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 7. 小山内努，遠藤幸夫，石川季子夫，笠井憲雪（1991年 5月29-31日）第38回
日本実験動物学会「近交系ラット受精卵の採取法における系統差について」
札幌市北海道大学
 8. 石川季子夫，三好一郎，小山内努，山下匡，笠井憲雪，葛西孫三郎（1991年
5月29-31日）第38回日本実験動物学会「マウス受精卵の低温保存および輸
送」札幌市北海道大学
 9. 山下匡，佐々木宣哉，三好一郎，青山史朗，笠井憲雪，林正信，浪岡茂郎，
（1991年 5月29-31日）第38回日本実験動物学会「マウス肝炎ウイルスに対す
るアンチセンス RNAを発現するトランスジェニックマウスの作成」札幌市
北海道大学
 10. 三好一郎，青山史朗，山下匡，佐々木宣哉，林崎良英，昆泰寛，浪岡茂郎，
笠井憲雪（1991年 5月29-31日）第38回日本実験動物学会「甲状腺刺激ホル
モン産生細胞を欠損するトランスジェニックマウスの作成」札幌市北海道大
学
 11. 青山史朗，三好一郎，山下匡，佐々木宣哉，林崎良英，昆泰寛，浪岡茂郎，
笠井憲雪（1991年 5月29-31日）第38回日本実験動物学会「甲状腺刺激ホル
モン産生細胞に特異的な発癌モデルトランスジェニックマウスの作成」札幌
市北海道大学
 12. 笠井憲雪，神村栄吉，三好一郎，吉田廸弘（1991年 5月29-31日）第38回日
本実験動物学会「LECラット肝炎発症への妊娠および性ホルモンの影響」
札幌市北海道大学
 13. 林正信，橋本憲佳，遠藤大二，古市達哉，笠井憲雪，松本耕三，佐藤文昭，
浪岡茂郎（1991年 5月29-31日）第38回日本実験動物学会「LECラットの異
常な放射線感受性」札幌市北海道大学
 14. 笠井憲雪（1991年 6月24日）北海道大学医学部第 2内科セミナ 「ートランス
ジェニック動物の作成と応用」札幌市
 15. 笠井憲雪（1991年 8月 3日）日本ウイルス学会北海道支部第25回夏期シンポ
ジウム「ウイルス遺伝子導入トランスジェニックマウスについて」札幌市
 16. 笠井憲雪（1992年 3月10日）産栄会総会「ヒト疾患モデル動物と外来遺伝子
導入動物」札幌市
 17. 笠井憲雪（1992年 4月 1日）日本獣医学会総会実験動物懇話会講演会「実験
動物医学に関する卒後教育」東京都
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 18. 笠井憲雪（1992年 4月30日）1991年度予研学友会シンポジウム第七回「病態
動物の作出をめざして－ウイルソン病モデル－ LECラット」国立予防衛生
研究所，東京都
 19. 笠井憲雪（1992年 5月15日）第18回国立大学動物実験施設協議会，「海外視
察報告；米国における動物実験及び実験動物の現状についての調査研究」新
潟市
 20. 笠井憲雪（1992年 9月29日）日本獣医学会実験動物懇話会シンポジウム「実
験動物医学とは－実験動物の専門教育に期待するもの」札幌市
 21. 笠井憲雪（1992年10月 2日）日本獣医学会家畜臨床教育研究集会「動物実験
を巡る現状と実験動物専門獣医師の養成について」札幌市
 22. 笠井憲雪（1992年11月19日）酪農学園大学特別講義「疾患モデル動物とト
ランスジェニック動物」江別市
 23. 笠井憲雪（1993年 4月16日）熊本大学医学部平成5年度大学院医学実験講座
「ウイルソン病モデル：LECラットについて，熊本市
 24. 林正信，遠藤大二，佐藤文昭，笠井憲雪，奥井登代，浪岡茂郎（1993年 6月
2-4日）第40回に本実験動物学会総会「LECラットにおける高い放射線感受
性を支配する遺伝子に関する検討」仙台市仙台国際センター
 25. 山下匡，笠井憲雪，三好一郎，佐々木宣哉，真木一茂，高橋英機，西信三，
浪岡茂郎（1993年 6月2-4日）第40回に本実験動物学会総会「ヒトα－フェ
トプロテインを発現するトランスジェニックマウスの作成とその系統化」仙
台市仙台国際センター
 26. 笠井憲雪（1993年 7月 2日）第27回日本実験動物技術者協会総会シンポジウ
ム「発生工学について」札幌市北海道大学
 27. 笠井憲雪（1993年 7月17日）信州実験動物研究会第41回勉強会「疾患モデル
動物とトランスジェニック動物」長野県松本市
 28. 小山内努，石川季子夫，三好一郎，笠井憲雪，高橋樹史，菊池直哉，平棟 
孝志（1994年 5月25-27日）第41回日本実験動物学会「ラットに自然発症す
る尿路感染症の原因菌は Corynebacterium renaleであった」つくば市筑波大
学大学会館
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 29. 山崎英俊，山田諭，池田仁，菊池和徳，敷島裕之，脇坂明美，富樫武弘，  
山下匡，三好一郎，笠井憲雪，吉木敬（1994年 5月25-27日）第41回に本実
験動物学会「HTLV-I-pX遺伝子導入トランスジェニックラットにおける乳癌
の発生とその解析」つくば市筑波大学大学会館
 30. 高橋英機，山下匡，堀内基広，三好一郎，林正信，品川森一，浪岡茂郎，  
渡辺智正，笠井憲雪（1994年 5月25-27日）第41回に本実験動物学会「家畜
伝達性海綿状脳症の家畜に代わる実験動物の開発」つくば市筑波大学大学会
館
 31. 三好一郎，山下匡，真木一茂，昆泰寛，佐々木宣哉，林崎良英，笠井憲雪
（1994年 5月25-27日）第41回に本実験動物学会「脳下垂体腫瘍発症トランス
ジェニックマウスの解析」つくば市筑波大学大学会館
 32. 笠井憲雪，遠藤幸夫，神村章子，三好一郎，奥井登代（1994年 5月25-27日）
第41回に本実験動物学会「LEA.LEC-hstコンジェニックラットの作成」つ
くば市筑波大学大学会館
 33. 山下匡，渡辺智正，中根明夫，三好一郎，笠井憲雪（1994年 5月25-27日）
第41回に本実験動物学会「AFPの免疫抑制能に関する研究」つくば市筑波
大学大学会館
 34. 佐々木宣哉，岡崎康司，奥泉久人，林崎良英，村松正實，奥井登代，芹川 
忠夫，竹市紀年，三好一郎，笠井憲雪（1994年 5月25-27日）第41回に本実
験動物学会「AFPの免疫抑制能に関する研究」つくば市筑波大学大学会館
 35. 林正信，奥井登代，遠藤大二，笠井憲雪，佐藤文昭，渡辺智正，浪岡茂郎
（1994年 5月25-27日）第41回に本実験動物学会「LECラットにおける電離
放射線ならびにアルキル化剤の効果に関する研究」つくば市筑波大学大学会
館
 36. 笠井憲雪（1994年 5月26日）第41回日本実験動物学会総会ビデオプログラ
ム－今動物実験を考え未来を志向する－「ビデオ教育講座・動物と医学研
究」つくば市筑波大学大学会館
 37. 笠井憲雪（1994年 5月20日）第79回東北医学会教授就任記念講演会  
「LECラット：ウイルソン病モデルとしての性質と遺伝的相同性」仙台市東
北大学
 38. 笠井憲雪（1994年年 9月 4日）日本実験動物医学会教育講演「実験動物の遺
伝と育種」十和田市北里大学獣医畜産学部
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 39. 笠井憲雪（1995年 4月 8日）日本実験動物技術者協会東北支部特別講演「疾
患モデル動物はどこまでヒト疾患に近いか」仙台市東北大学医学部附属病院
 40. 三好一郎，山下匡，真木一茂，昆泰寛，林崎良英，笠井憲雪（1995年 6月
5 - 7日）第42回日本実験動物学会総会「トランスジェニックマウスによる
ヒト TSHβ鎖遺伝子の転写調節領域の解析 II」横浜市パシフィコ横浜国際
平和会議場
 41. 山崎英俊，池田仁，菊地和徳，敷島裕之，脇坂明美，山下匡，三好一郎，  
笠井憲雪，吉木敬（1995年 6月 5 - 7日）第42回日本実験動物学会総会「HTLV-
Ienv-pX遺伝子導入トランスジェニックラットにおける関節症の発生とその解
析」
 42. 山下匡，昆泰寛，渡邉智正，緒方昭彦，西信三，三好一郎，笠井憲雪（1995
年 6月 5 - 7日）第42回日本実験動物学会総会「AFP産生トランスジェニッ
クマウスの Rheumatid Arthritis発症抑制に関する研究」横浜市パシフィコ横
浜国際平和会議場
 43. 笠井憲雪（1995年 7月21日）シンポジウム（主催日本学術会議化学系・物理
系薬学研究連絡委員会，共催日本薬学会）「伝統薬物の評価方法論を考える21
世紀の薬物療法への道－ウイルソン病モデルラット LECの特徴と薬品開発
への利用－」日本学術会議大講堂（東京都港区六本木）
 44. 笠井憲雪（1996年4月23日）熊本大学医学部大学院特別講義「疾患モデル動
物のヒト疾患との遺伝的相同性」熊本市
 45. 三好一郎，長岡淑子，真木一茂，山下匡，昆泰寛，小山内努，笠井憲雪（1996
年 6月 4 - 6日）「トランスジェニックマウス下垂体腫瘍由来株化細胞の樹立
とその解析」新潟市新潟テルサ／新潟市産業振興センター
 46. 山下匡，昆泰寛，渡辺智正，大島秀基，浅沼武敏，犬飼尚子，佐藤文昭，  
桑原幹典，三好一郎，笠井憲雪（1996年 6月 4 - 6日）「PBN投与による LEC
ラットの肝炎発症に対する効果」新潟市新潟テルサ／新潟市産業振興セン
ター
 47. 笠井憲雪（1996年 8月30日）日本実験動物医学会（日本獣医学会）シンポジ
ウム「実験動物の麻酔，1．実験動物麻酔の問題点」帯広畜産大学
 48. 笠井憲雪（1997年 3月 7日）名古屋市立大学での招待講演「疾患モデル動物
とヒト疾患の遺伝的相同性」名古屋市
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 49. 笠井憲雪（1997年 6月 9日）九州大学医学部大学院講義「モデル動物の相同
性」福岡市
 50. 笠井憲雪（1997年 6月26日）山形大学医学部学生講義「トランスジェニック
動物と疾患モデル動物」山形市
 51. 笠井憲雪（1997年平成 9年 9月25日）仙台市立福室小学校 PTA講演会「科
学研究とボランティア活動」仙台市　
 52. 笠井憲雪（1997年平成 9年10月11日）日本実験動物医学会シンポジウム「遺
伝子導入動物研究における諸問題」　 2．「わが国における遺伝子操作動物実
験・飼育管理の実態」　鹿児島大学農学部附属家畜病院 2階講義室
 53. 笠井憲雪（1997年平成 9年10月24日）山梨医科大学実験動物慰霊祭特別講演
「肝炎・肝癌ウイルソン病モデル LECラットについて」山梨医科大学新臨床
研究棟 2階談話室
 54. 笠井憲雪（1997年平成 9年11月11日）平成 9年度国立大学等動物実験施設
教職員技術研修「TG動物に係わる規則およびマニュアル」熊本大学医学部
 55. 笠井憲雪（1998年平成10年 5月27日）公立私立大学動物実験施設協議会シン
ポジウム「遺伝子操作動物と動物実験施設の将来」長野県松本文化会館（松
本市）第 2会議室（C会場）
 56. 笠井憲雪（1998年 6月18日）岩手大学動物慰霊祭講演「動物実験における動
物福祉のあり方」盛岡市
 57. 末田輝子，伊藤昭雄，笠井憲雪（1998年 6月19-20日）第32回日本実験動物
技術者協会総会「動物焼却炉とダイオキシン類について」仙台市仙台市民会
館
 58. 笠井憲雪（1998年 6月30日）東京都獣医師会・日本実験動物医学会合同シン
ポジウム「獣医師の専門医制度を考える」「日本実験動物医学会認定獣医師制
度について」於東京慈恵会医科大学
 59. 笠井憲雪（1998年11月 6日）実験動物環境研究会シンポジウム「動管法を考
える－いま，動物実験関係者は何をすべきか？－ 3．認定獣医師制度と動管
法改正の動き」吹田市大阪大学医学部同窓会館（銀杏会館）
 60. 笠井憲雪（1998年12月 7日）広島大学医学部附属動物実験施設講演会「モデ
ル動物のヒト疾患との遺伝的相同性」広島市
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 61. 笠井憲雪（1999年 3月26日）第 9回東北動物実験研究会「疾患モデルと外
挿」弘前市弘前大学医学部
 62. 笠井憲雪（1999年 3月26日）第 9回東北動物実験研究会「疾患モデル動物と
外挿」於弘前大学医学部
 63. 高橋一広，三好一郎，昆泰寛，笠井憲雪（1999年 5月20-22日）第46回日本
実験動物学会総会「雌性生殖経路特異的に腫瘍形成するトランスジェニック
マウスの解析」千葉県市川市文化会館
 64. 三好一郎，昆泰寛，須田博美，末田輝子，鞠麗梅，Yu-The Li，Su-Chen Li，
笠井憲雪（1999年 5月20-22日）第46回日本実験動物学会総会「GM2ガング
リオシドアクチベータータンパク質 (GAP)遺伝子導入マウスによる GAP機
能の探索」千葉県市川市文化会館
 65. 本谷安正，三好一郎，岡村匡史，須田博美，末田輝子，永井真貴子，高橋 
一広，西田朗，山岸敏宏，笠井憲雪（1999年 5月20-22日）第46回日本実験
動物学会総会「CCGトリプレットリピート伸長病研究のためのモデル動物
の作製」千葉県市川市文化会館
 66. 笠井憲雪（1999年12月 3日）第10回東北動物実験研究会「に本実験動物医学
会認定獣医師制度の発足と国際ハーモナイゼーション」福島市福島県立医科
大学医学部
 67. 本谷安正，昆泰寛，岡村匡史，高橋一広，三好一郎，西田朗，笠井憲雪（2000
年 5月21-23日）第47回日本実験動物学会総会「Menkes病類似症状を示す
Mottledマウスの解析」徳島県郷土文化会館
 68. 裴相元，三好一郎，佐藤譲，木村伯子，名倉宏，笠井憲雪（2000年5月21-23
日）第47回日本実験動物学会総会「LEAラットは糖尿病を発症する」徳島
県郷土文化会館
 69. 孟雁，三好一郎，三好一郎，平林真澄，寺田邦彦，高橋一広，上田正次，  
杉山俊博，笠井憲雪（2000年 5月21-23日）第47回日本実験動物学会総会「ト
ランスジェニックラットによるウイルソン病遺伝子 ATP7B機能の研究」徳
島県郷土文化会館
 70. 三好一郎，昆泰寛，須田博美，末田輝子，鞠麗梅，Yu-The Li，Su-Chen Li，
笠井憲雪（2000年 5月21-23日）第47回日本実験動物学会総会「GM 2ガング
リオシドアクチベータータンパク質 (GAP)遺伝子導入マウスによる GAP機
能の探索 II」徳島県郷土文化会館
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 71. 高橋一史，三好一郎，昆泰寛，岡村匡史，本谷安正，笠井憲雪（2000年 5月
21-23日）第47回日本実験動物学会総会「エストロゲン依存性に雌性生殖経
路腫瘍を形成するトランスジェニックマウス」徳島県郷土文化会館
 72. 岡村匡史，三好一郎，昆泰寛，本谷安正，高橋一広，笠井憲雪（2000年 5月
21-23日）第47回日本実験動物学会総会「変異Mip遺伝子発現により白内障
を発症したトランスジェニックマウスの解析」徳島県郷土文化会館
 73. 笠井憲雪（2000年 5月16日）九州大学講義「疾患モデル動物と外挿」福岡市
九州大学医学部
 74. 末田輝子，笠井憲雪（2000年 6月30- 7月 1日）第34回日本実験動物技術者
協会総会「イベルメクチン噴霧によるネズミ大腸蟯虫の駆虫効果について」
横浜市神奈川県民ホール
 75. 笠井憲雪（2000年11月17日）岩手医科大学動物実験センター講演「遺伝子導
入マウスの作製及び飼育と取り扱いについて」盛岡市
 76. 笠井憲雪，裴相元，三好一郎，佐藤譲，名倉宏，笹野公伸（2001年 5月
8 -12日）日本実験動物科学技術大会2001「LECラット -過去，現在，未来
-LECラットの糖尿病について」横浜市神奈川県民ホール，ワークピア横浜，
横浜産貿ホール
 77. 笠井憲雪（2001年 5月 8 -12日）日本実験動物科学技術大会2001「研究機関
における動物実験委員会の役割，わが国の大学の状況」横浜市神奈川県民
ホール，ワークピア横浜，横浜産貿ホール
 78. 三好一郎，昆泰寛，須田博美，末田輝子，Yu-The Li，Su-Chen Li，笠井憲雪
（2001年 5月 8 -12日）日本実験動物科学技術大会2001「シアリダーゼ－ L発
現トランスジェニックマウスの作製・解析」横浜市神奈川県民ホール，ワー
クピア横浜，横浜産貿ホール
 79. 柳原茂，望月敏司，浦野徹，笠井憲雪，斎藤学（2001年 5月 8 -12日）日本
実験動物科学技術大会2001「新型の給排気ラック（STAR）におけるウイル
ス伝播実験」横浜市神奈川県民ホール，ワークピア横浜，横浜産貿ホール
 80. 末田輝子，笠井憲雪（2001年 5月 8 -12日）日本実験動物科学技術大会2001
「イベルメクチン噴霧はマウスの繁殖に影響を与えない」横浜市神奈川県民
ホール，ワークピア横浜，横浜産貿ホール
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 81. 大友由紀子，三好一郎，笠井憲雪，山岸敏宏（2001年 5月 8 -12日）日本実
験動物科学技術大会2001「マウス近交系およびこれらの 3元交雑により選抜
されたマウス高免疫能系統の受精卵凍結保存法の検討」横浜市神奈川県民
ホール，ワークピア横浜，横浜産貿ホール
 82. 宍戸公信，三好一郎，笠井憲雪（2001年 5月 8－12日）日本実験動物科学技
術大会2001「マウス系統維持における卵巣凍結保存の有用性について」横浜
市神奈川県民ホール，ワークピア横浜，横浜産貿ホール
 83. 木伏智美，箱崎舞，柳原茂，笠井憲雪（2001年 5月 8－12日）日本実験動物
科学技術大会2001「マウス給排気飼育ラック（STAR）のケージ内環境およ
びこれらが設置された飼育室の環境について」横浜市神奈川県民ホール，
ワークピア横浜，横浜産貿ホール
 84. 笠井憲雪（2001年 5月21日）九州大学講義「疾患モデル動物と外挿」福岡市
九州大学医学部
 85. 笠井憲雪（2001年 7月27日）富山医科薬科大学地域開放特別事業講演「バイ
オサイエンス21　講演と科学実験－動物と人とのかかわり・人々の暮らしと
動物実験－」富山市富山県民会館
 86. 笠井憲雪（2002年 5月22日）公立私立大学動物実験施設協議会協総会「マウ
ス肝炎ウイルス感染事故－147日間の記録」名古屋市
 87. 笠井憲雪（2002年 6月13日）九州大学講義「疾患モデル動物と外挿」福岡市
九州大学医学部
 88. 笠井憲雪（2002年 9月27日）愛媛大学医学部セミナ 「ーマウス肝炎ウイルス
感染事故－147日間の記録－」松山市
 89. 三好一郎，長岡淑子，昆泰寛，小山内努，笠井憲雪（2002年 5月23-25日）
第49回に本実験動物学会総会「トランスジェニックマウスの下垂体前葉を
占めたホルモン非生産主要細胞の由来の解析」名古屋市名古屋国際会議場
 90. 岡村匡史，三好一郎，昆泰寛，市川進一，平林義雄，笠井憲雪（2002年 5月
23-25日）第49回に本実験動物学会総会「グルコシルセラミド合成酵素遺伝
子導入マウスに見られる免疫組織および消化管の異常」名古屋市名古屋国際
会議場
 91. 笠井憲雪（2002年 11月 18日）京都大学再生医科学研究所セミナ 「ーマウス肝
炎ウイルス (MHV)感染事故から教えられたこと」京都市京都大学再生医科
学研究所
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 92. 笠井憲雪（2002年11月26日）公立私立大学動物実験施設協議会主催シンポジ
ウム「動物実験に関わる情報公開問題について－ 3 .東北大学における事
例」東京都東京慈恵会医科大学
 94. 笠井憲雪（2002年11月29日）（社）日本実験動物学会平成14年度維持会員懇
談会 2「情報公開法が実験動物・動物実験に及ぼす影響について①現状と対
応」東京都後楽園会館　　
 95. 岡村匡史，三好一郎，昆泰寛，笠井憲雪（2003年 5月29-31日）第50回日本
実験動物学会総会「先天性白内障マウス水晶体におけるアクアポリン -0の
細胞内局在」大宮市大宮ソニックシティ
 96. 裴相元，三好一郎，岡村匡史，本谷安正，安居院高志，笠井憲雪（2003年 5
月29-31日）第50回日本実験動物学会総会「LEAラットにおける血糖値関連
QTLのリンケージ解析」大宮市大宮ソニックシティ
 97. 末田輝子，笠井憲雪（2003年 5月29-31日）日本実験動物技術者協会第37回
総会「検疫より明らかになったマウス，ラットの授受における問題点とその
対応」大宮市大宮ソニックシティ
 98. 笠井憲雪（2003年11月18日）北里大学獣医学科「動物福祉と研究の倫理」十
和田市
 99. 笠井憲雪（2003年11月19日）北里大学獣医学科「実験動物の微生物コント
ロールの実際－大規模MHV感染事故から－」十和田市
 100. 笠井憲雪，末田輝子，岡村匡史，三好一郎（2004年 5月20-22日）日本実験
動物科学・技術ながさき2004「MOGPプロモータ SV40T抗原遺伝子をもつ
トランスジェニックマウスを用いた高性能子宮肥厚試験の開発」長崎市長崎
ブリックホール，ncc &スタジオ・ウエルシティ長崎・長崎新聞文化ホール
 101. 笠井憲雪（2004年11月26日）第15回東北動物実験研究会「動物飼育環境の
エンリッチメントの意義」仙台市東北大学医学部
 102. 宮本徹，木伏智美，笠井憲雪，山崎仲道（2005年 5月18-20日）第52回日本
実験動物学会総会「乾燥蒸気反応を用いた床敷材の改質および再生処理装置
の研究開発」東京都タワーホール船堀
 103. 井上孝彦，岡村匡史，新矢恭子，三好一郎，平林義雄，笠井憲雪（2005年 5
月18-20日）第52回日本実験動物学会総会「グルコシルセラミド合成酵素遺
伝子導入マウスにおける耐糖能低下」東京，タワーホール船堀
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 104. 岡村匡史，新矢恭子，矢延理絵子，三好一郎，笠井憲雪（2006年 5月11-13日）
第53回日本実験動物学会総会「新たな非肥満糖尿病モデル LEA/Sendaiラッ
トの初期病態解析」神戸市神戸国際会議場
 105. 宮本徹，笠井憲雪，木伏智美，山崎仲道，李志霞（2006年 5月11-13日）第
53回日本実験動物学会総会「ソフト水熱プロセス法による床敷材の改質お
よびリサイクルに関する研究」神戸市神戸国際会議場
 106. 笠井憲雪　（2006年 6月21日）北海道大学獣医学部大学院講演「動物実験倫
理特論－　動物の研究使用についての論理」札幌市
 107. 笠井憲雪（2007年 3月24日）日本実験動物技術者協会関西支部平成18年度総
会・教育セミナ 「ー動物愛護・倫理を踏まえた動物実験技術者，飼養者の教
育について」，笠井憲雪講演「実験動物の飼育管理における福祉の取り組み」
吹田市大阪大学医学部
 108. 岡野伸哉，安居院高志，笠井憲雪（2007年 5月23-25日）第54回日本実験動
物学会総会「Jsrマウスの原因遺伝子に関する研究」東京都江戸川区民ホー
ル
 109. 笠井憲雪（2008年 1月31日）公立大学法人福島県立医科大学「適切な動物実
験実施に向けて」福島市
 110. 笠井憲雪（2008年 5月15-17日）日本実験動物科学技術2008（第55回日本実
験動物学会）シンポジウム「動物実験倫理と生命倫理－動物実験倫理のすす
め」仙台市仙台国際センター
 111. 末田輝子，笠井憲雪（2008年 5月15-17日）日本実験動物科学技術2008（第
55回日本実験動物学会）「東北大学における動物実験に関する規程の運用の
紹介と技術職員の役割」仙台市仙台国際センター
 112. 宮本徹，岡野伸哉，笠井憲雪（2008年 5月15-17日）日本実験動物科学技術
2008（第55回日本実験動物学会）「ソフト水熱プロセスによる RNaseの不活
化と新しい滅菌法の開発に関する研究」仙台市仙台国際センター
 113. 李志霞，岡野伸哉，宮本徹，上高原理暢，吉成浩一，井奥洪二，笠井憲雪
（2008年 5月15-17日）日本実験動物科学技術2008（第55回日本実験動物学会）
「ソフト水熱プロセス処理におけるスギ床敷の改質」仙台市仙台国際セン
ター
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 114. 清水有紀子，矢延理絵子，岡村匡史，笠井憲雪（2008年 5月15-17日）日本
実験動物科学技術2008（第55回日本実験動物学会）「非肥満型糖尿病モデル
LEA/Sendaiラットにおける耐糖能異常関連遺伝子座の QTL解析」仙台市仙
台国際センター
 115. 西尾啓輔，大竹誠一，岡村匡史，笠井憲雪（2008年 5月15-17日）日本実験
動物科学技術2008（第55回日本実験動物学会）「東北大学大学院医学系研究科
附属動物実験施設におけるマウス胚操作技術業務」仙台市仙台国際センター
 116. 笠井憲雪（2008年 7月14日）北海道大学大学院獣医学研究科シンポジウム
「動物実験の科学的・倫理的適正化－動物実験における生命倫理－」札幌市
 117. 高梨理絵子，三田功二，清水有紀子，金野柳一，岡村匡史，笠井憲雪（2009
年 5月14-16日）第56回日本実験動物学会総会「LEA/Senラットにおける D-
アミノ酸酸化酵素（DAO）のゲノム解析」さいたま市大宮ソニックシティ
 118. 岡野伸哉，森川正喜，末田輝子，櫻井映子，谷内一彦，笠井憲雪（2009年 5
月14-16日）第56回日本実験動物学会総会「LEA.LEC-Atp7bhtsコンジェニッ
クラットは脳中の銅含量の低下により PPIに異常を示す」さいたま市大宮
ソニックシティ
 119. 清水有紀子，高梨理絵子，金井孝夫，笠井憲雪，岡村匡史（2009年 5月
14-16日）第56回日本実験動物学会総会「インスリン分泌不全型モデル LEA/
Senラットにおける尿糖関連遺伝子の連鎖解析」さいたま市大宮ソニックシ
ティ
 120. 宮本徹，岡野伸哉，笠井憲雪（2009年 5月14-16日）第56回日本実験動物学
会総会「ソフト水熱プロセスによるエンドトキシンの不活化と新しい滅菌法
の開発に関する研究」さいたま市大宮ソニックシティ
 121. 大友由紀子，曽根秀子，鈴木一史，笠井憲雪，鈴木啓一，福田智一（2009年
5月14-16日）第56回日本実験動物学会総会「コーヒーの肝炎および肝臓癌
予防作用評価のための実験動物モデル樹立の試み」さいたま市大宮ソニック
シティ
 122. 笠井憲雪（2009年10月 5日）富山大学薬学部講義「動物実験倫理のすすめ」
富山市
 123. 笠井憲雪（2009年12月 4日）産業技術総合研究所動物実験セミナ 「ー動物実
験施設における微生物汚染の脅威」つくば市産業技術総合研究所つくば
センンター中央共用講堂大会議室　
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 124. 清水有紀子，高梨理絵子，金井孝夫，笠井憲雪，岡村匡史（2010年 5月
12-14日）第57回日本実験動物学会総会「LEA/Senラットにおける尿糖関連
遺伝子の探索」京都市京都テルサ
 125. 笠井憲雪（2010年 5月19-21日）第87回日本生理学会シンポジウム講演「我
が国における動物実験に関する倫理と福祉」盛岡市盛岡市民文化ホール／い
わて県民情報交流センター
 126. 笠井憲雪（2010年10月 1日）自治医科大学実験動物慰霊の会特別講演「東北
大学の動物実験に関するコンプライアンスについて」栃木県下野市
 127. 笠井憲雪（2010年10月 4日）富山大学薬学部講義「動物実験倫理のすすめ」
富山市
 128. 笠井憲雪（2010年11月25日）筑波実験動物研究会「動物実験に関するコンプ
ライアンス -東北大学における取り組み」茨城県つくば市
 129. 笠井憲雪（2010年11月26日）エーザイ株式会社筑波研究所「動物実験に関す
るコンプライアンス -東北大学における取り組み」茨城県つくば市
 130. 笠井憲雪（2011年 5月 3月30日－ 4月 1日）第151回日本獣医学会学術集会
「動物愛護法－検証と次期改正に向けて－動物愛護法の実験動物学における
問題点」東京都府中市東京農工大学
 131. 笠井憲雪，有川二郎（2011年 5月12日）国立大学法人動物実験施設協議会総
会「施設長教員事務職員懇談会－動物実験に関する相互検証の申請実務と訪
問調査への対応－訪問調査から最終報告書の送付まで」金沢市金沢大学宝町
キャンパス
 132. 吉田弥生，笠井憲雪（2011年 5月12日）国立大学法人動物実験施設協議会
「施設長教員事務職員懇談会」「動物実験に関する相互検証の申請実務と訪問
調査への対応」「事務局による資料準備と訪問調査への対応例」金沢市金沢大
学宝町キャンパス十全講堂大ホール
 133. 笠井憲雪（2011年 5月12日）国立大学法人動物実験施設協議会総会「東日本
大震災の影響について」金沢市金沢大学宝町キャンパス十全講堂大ホール
 134. 笠井憲雪（2011年 5月26日）日本実験動物学会第58回総会シンポジウム「実
験動物施設の危機管理」6「東日本大震災の被災に関して」東京都タワーホー
ル船堀
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 135. 大友由紀子，曽根秀子，鈴木一史，笠井憲雪，磯貝恵美子，福田智一（2011
年 5月25-27日）日本実験動物学会第58回総会「疾患モデルを用いたコー
ヒーの肝炎および肝臓癌予防作用の評価」東京都タワーホール船堀
 136. 笠井憲雪（2011年 6月17日）第110回関西実験動物研究会「実験動物に関す
る国際規約の改定と大震災の経験」第 1部　実験動物に関する国際規約の改
定 1．「CIOMSの指針」吹田市大阪大学銀杏会館
 137. 笠井憲雪（2011年 6月17日）第110回関西実験動物研究会「実験動物に関す
る国際規約の改定と大震災の経験」第 2部　大震災の経験 2．「東日本大震
災の経験－震災後の対応と被災状況」吹田市大阪大学銀杏会館
 138. 笠井憲雪（2011年 7月 8日）第 29 回内分泌代謝学サマーセミナー特別企画
「来るべき大震災への研究室の備え－東日本大震災から得た教訓－」「3.11東
日本大震災における動物実験施設の被災状況と対応」仙台市東北大学艮陵会
館
 139. 笠井憲雪（2011年 7月 9日）北海道実験動物研究会・日本実験動物技術者協
会北海道支部 合同学術集会 2011シンポジウム「私の LECラット研究 －温
故知新」「LEC ラットをヒト正常 ATP7B 遺伝子で治療した」札幌市北海道
大学医学部
 140. 笠井憲雪（2011年 7月 9日）北海道実験動物研究会・日本実験動物技術者協
会北海道支部 合同学術集会 2011「特別講演－3.11 東日本大震災の経験－震
災後の対応と被災状況」札幌市北海道大学医学部
 141. 笠井憲雪（2011年 8月25日）NBRPバイオリソースの防災対策シンポジウム
招待講演「 3 .11東日本大震災報告－動物実験施設の被害と対応－」東京都
東京コンファレンスセンター品川
 142. 橋本信子，末田輝子，笠井憲雪（2011年 9月30日 -10月 1日）日本実験動物
技術者協会第45回全国総会「口腔内手術を受けるビーグル犬の看護的飼育
管理」盛岡市市民文化ホール
 143. 吉田弥生，小林秀昭，佐藤未季，末田輝子，笠井憲雪（2011年 9月30日 -10
月 1日）日本実験動物技術者協会第45回全国総会「東北大学飼養保管施設状
況と動物実験センターの役割」盛岡市市民文化ホール
 144. 西尾啓輔，森川正喜，末田輝子，大竹誠一，笠井憲雪（2011年 9月30日 -10
月 1日）日本実験動物技術者協会第45回全国総会「東北大学大学院医学系研
究科附属動物実験施設・中央棟関係の被害状況と対応および教訓について」
盛岡市市民文化ホール
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 145. 木伏智美，中川瑠奈，小只美知子，西澤光美，末田輝子，西尾啓輔，森川正
喜， 大竹誠一，笠井憲雪（2011年 9月30日 -10月1日）日本実験動物技術者協
会第45回全国総会「東北地方太平洋沖地震による東北大学大学院医学系研
究科附属動物実験施設臨床分室小動物飼育室の被害状況と対処報告」盛岡市
市民文化ホール
 146. 笠井憲雪（2011年10月14日）大阪大学技術職員研修会「3.11東日本大震災の
経験－震災後の対応と被災状況」吹田市大阪大学産業科学研究所
 147. 笠井憲雪（2011年10月17日）富山大学薬学部講義「動物実験倫理のすすめ」
富山市
